
パネル2: ワークショップなど今後の進め方について、どう思いますか

※順不同です。

項番 意見・要望

1 学識経験者の参加はぜひ必要です。版画制作者も。

2 この方法で良いと思います。私も参加したいくらいです。

3 ワークショップ賛成です。アトリエ利用者側の意見の反映をお願いします。参加したいです。

4 芹ヶ谷の自然を官民一緒になって守り育てましょう。

5 1回～８回の市民主体のワークショップに専門的な委員との対話の時間がもてると、より内容が深まると思いました。

6 ワークショップの人数は36名とのことですが、オブザーバー参加でよいので、どんな形で会を進めているか見させてほしいです。

7 学識経験者を入れるのであれば公園を利用している人にしてほしい。

8 せりがや会館跡地利用希望がアンケートに多くあるが、市としての回答は？

9 第１回のイベントで様々な質問が出ました。それに対し回答もないと意味がないのでは。

10 ワークショップについて、よくわかりました。これでよいと思います。

11 ワークショップは会議室でばかり行うのではなく、森のフィールドワークや他地域の美術館視察なども行うとよいと思います

12
ワークショップの中身に含まれるかもしれませんが、話し合いの前に、調査、勉強が必要だと思います。自然の見方はいろいろなので、多様な視点
を。

13 この語る集いでの市民意見の集約行為を実績（アリバイ）づくりに止めず、ワークショップのベースにすべきだ！

14 外部委員を選定するのはだれか？公表すべき。

15 子供の頃に大変お世話になった“元市民”です。ワークショップに参加する機会があるとうれしいです。

16
サイン、駐車場、公園の入り口など、公園の整備にもっと力を入れられるところがあると感じました。また、版画美術館の企画をより多くの人に伝
えるため、駅や市役所を活用して、宣伝に力を入れたほうが良いと思います。

17 外部委員会のメンバーもできるだけ公平な立場の人を選定してほしい。コンサルを入れるにしても公平な立場で対応できる人の人選が必要である。
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